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基礎研究に基づいて
活動的な脊髄損傷者の褥瘡再発を予防するには？

褥瘡発生機序の解明とその予防機器の開発に関する研究

この褥瘡の再発を予防するために、
①発生メカニズムを再現性のあるモデ
ルで研究し、
その得られたノウハウを、
②seating clinicで直接、活動的な脊髄
損傷者の再発予防に生かしていくこと
が、求められています。
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研究代表者

なんのための研究？

研究のポイントは？

実用化に向けて

褥瘡（じょくそう、床ずれ）は運動麻痺が
あり、一定時間、同じ姿勢で同じ場所に
圧力を受けつつけるなどして、血流が停
止し、細胞や組織が壊死することから生
じる皮膚潰瘍です。重篤な褥瘡の治療
には、除圧や手術が必要です。周辺か
ら大きな筋肉をもつ組織を移植する手
術は、負担が大きいと共に、治癒まで長
期間の療養を必要とし、就労継続を難し
くすることもあります。

家兎耳介部では、加圧
前に良好な血流(左上)
があっても、100mmHg
以上で一定時間、加圧
すると阻血(右上)が認

められます。これを繰り
返すことで、褥瘡が発
生します(下)。

脊髄損傷者や運動麻痺のある高齢者
も、社会で活躍し続ける選択肢は、豊
かな社会の形成に欠くことはできませ
ん。発生メカニズムに基づく褥瘡再発
予防を目的とする実用化研究を通し
て、障害の有無に関わらず、個人の
日常生活に対応した自発的な健康管
理意識の啓蒙を目指します。

大転子部位に生じた浸出液がある褥瘡

Seating Clinicにおける圧力分布に着目した

褥瘡再発予防アプローチ

短期使用から徐々に在宅使用へ

褥瘡（仙骨・坐骨・踵…）

診断・評価

処方・試作

適応・評価

完成品のチェック

定期的フォローアップ

聞き取り調査と生体計測

①創の位置，②生活の中での原因，③圧力
分布（偏在）→①②③が一致すれば、生活の
中の圧力偏在が褥瘡発生原因と特定できる．

Riskは減少したか?
聞き取り調査から発生原因をさがし，
座圧計測でそれを確定する．


